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総
務
文
教
常
任
委
員
会 

産
業
福
祉
常
任
委
員
会 

議
会
運
営
委
員
会 

議
会
広
報
特
別
委
員
会 

委員会活動 各委員会は議会の閉会中も委員会を開催し、所管事務について協議しています。 

常任委員会 
特別委員会 

北
海
道
町
村
議
会
議
長
会

か
ら
の
表
彰 

第
４
回
（
５
月
18
日
）

・
台
湾
二
水
郷
と
の
交
流
に
つ
い

て
・
恵
和
福
祉
会
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
い
ち
い
の
園
等
へ
の
支

援
に
つ
い
て

・
町
有
建
物
の
貸
付
に
伴
う
貸
付

料
の
減
額
措
置
に
つ
い
て

・
固
定
資
産
評
価
員
の
選
任
に
つ

い
て

・
町
税
条
例
等
の
一
部
改
正
に
つ

い
て

・
過
疎
地
域
に
お
け
る
固
定
資
産

税
の
課
税
の
特
例
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

・
創
生
総
合
戦
略
会
議
設
置
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

・
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
の
建

設
計
画
に
つ
い
て

第
５
回
（
６
月
11
日
）

・
町
内
視
察
結
果
に
つ
い
て

・
船
橋
・
津
別
青
少
年
交
流
協
会

設
立
10
周
年
記
念
事
業
に
つ

い
て

・
津
別
中
学
校
太
陽
光
発
電
設
備

導
入
事
業
に
つ
い
て

・
恵
和
福
祉
会
特
別
養
護
老
人
ホ

ー
ム
い
ち
い
の
園
等
へ
の
支
援

に
つ
い
て

・
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
に
つ

い
て

・
旧
相
生
ふ
る
さ
と
寮
に
つ
い
て

・
統
廃
合
後
の
学
校
跡
地
の
活
用

に
つ
い
て

第
３
回
（
５
月
18
日
）

・
起
業
等
振
興
促
進
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

・
地
域
活
性
化
・
地
域
住
民
生
活

等
緊
急
支
援
交
付
金
事
業
（
津

別
町
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
）

の
実
施
に
つ
い
て

・
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て

・
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

・
介
護
保
険
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て

・
介
護
予
防
い
き
い
き
ポ
イ
ン
ト

事
業
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

・
乳
幼
児
医
療
の
所
得
制
限
の
撤

廃
と
現
物
支
給
に
つ
い
て

第
４
回
（
６
月
12
日
）

・
町
内
視
察
結
果
に
つ
い
て

・
起
業
等
振
興
促
進
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

・
ふ
な
っ
し
ー
来
町
に
伴
う
経
費

に
つ
い
て

・
津
別
町
地
域
特
産
品
販
路
拡
大

支
援
補
助
金
交
付
要
綱
の
制
定

に
つ
い
て

・
津
別
町
森
林
バ
イ
オ
マ
ス
熱
電

利
用
構
想（
熱
供
給
施
設
整
備
）

に
つ
い
て

・
津
別
中
学
校
太
陽
光
発
電
設
備

導
入
事
業
に
つ
い
て

・
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

・
乳
幼
児
等
医
療
費
の
助
成
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い

て
・
臨
時
福
祉
給
付
金
及
び
子
育
て

世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
支
給
事

業
に
つ
い
て

・
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護

事
業
所
の
家
賃
等
軽
減
事
業
に

つ
い
て

・
短
期
入
所
事
業
に
つ
い
て

・
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総

合
事
業
の
生
活
支
援
体
制
整
備

事
業
に
つ
い
て

第
６
回
（
５
月
22
日
）

・
第
４
回
津
別
町
議
会
臨
時
会
の

運
営
に
つ
い
て

第
７
回
（
６
月
19
日
）

・
第
５
回
津
別
町
議
会
定
例
会
の

運
営
に
つ
い
て

・
意
見
書
等
の
取
り
扱
い
に
つ
い

て
第
12
回
（
６
月
24
日
）

・
議
会
報
の
編
集
内
容
に
つ
い
て

第
13
回
（
７
月
16
日
）

・
議
会
報
155
号
の
編
集
に
つ
い
て

永
年
町
村
議
会
議
員
と
し
て

在
職
さ
れ
、
地
方
自
治
の
振
興

発
展
に
寄
与
さ
れ
た
功
績
に
よ

り
、
篠
原
眞
稚
子
副
議
長
が
北

海
道
町
村
議
会
議
長
会
長
か
ら

表
彰
さ
れ
、
６
月
25
日
定
例
会

冒
頭
に
議
長
か
ら
表
彰
状
が
伝

達
さ
れ
ま
し
た
。

一般廃棄物最終処分場の現地視察

木材工芸館の現地視察
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今回は、委員会の協議内容をピックアップしました。 
委員会活動 

町 長 行 政 報 告  

産
業
福
祉
常
任
委
員
会 
総
務
文
教
常
任
委
員
会 

５
月
18
日
と
６
月
11
日
に

「
最
終
処
分
場
の
建
設
計
画

に
つ
い
て
」協
議
し
ま
し
た
。

担
当
課

現
在
の
最
終
処
分
場
は
、

12
年
４
月
に
供
用
開
始
さ

れ
、
当
初
計
画
で
は
15
年
で

埋
め
立
て
完
了
の
予
定
が
、

現
在
16
年
目
に
入
り
延
命
で

き
て
い
る
。

こ
れ
は
、
町
民
の
方
の
ご

み
減
量
と
分
別
に
対
す
る
理

解
と
協
力
に
よ
る
も
の
だ

が
、
32
年
に
は
埋
め
立
て
完

了
と
な
る
。

建
設
計
画
に
つ
い
て
は
、

33
年
の
供
用
開
始
を
目
処
に

考
え
て
い
る
。

委
員広

域
連
携
な
ど
、
近
隣
市

町
と
の
協
力
体
制
に
つ
い
て

は
、
相
手
の
事
情
も
考
え
る

と
、
難
し
い
か
と
思
う
。

長
期
化
の
計
画
を
き
ち
ん

と
立
て
て
進
め
て
い
か
な
い

と
、
時
間
の
か
か
る
問
題
だ

と
思
う
が
。

担
当
課

近
隣
市
町
と
も
ゴ
ミ
の
広
域
処

理
に
つ
い
て
継
続
協
議
中
だ
が
、

住
民
の
理
解
と
い
う
の
は
な
か
な

か
難
し
い
と
考
え
て
い
る
。

そ
う
い
う
面
で
は
、法
律
上
も
、

最
終
的
に
は
自
分
の
町
で
処
理
し

な
く
て
は
い
け
な
い
と
い
う
こ
と

が
あ
る
の
で
、
新
設
の
可
能
性
が

高
い
か
と
思
う
。

計
画
を
立
て
る
上
で
、
15
年
間

で
ど
れ
く
ら
い
の
処
理
が
可
能
か

を
調
査
し
な
が
ら
、
場
所
の
適
地

を
探
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

委
員分

別
を
徹
底
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
当
初
計
画
よ
り
延
命
し
て
い

る
と
い
う
こ
と
だ
が
、
津
別
の
中

で
適
地
を
探
す
し
か
方
法
が
な
い

と
な
る
な
ら
、
早
め
に
適
地
を
探

し
て
い
く
こ
と
と
、
再
度
の
分
別

徹
底
の
取
り
組
み
が
必
要
で
は
な

い
か
。

担
当
課

広
域
協
議
や
用
地
選
定
な
ど
、

あ
せ
っ
て
行
う
こ
と
の
リ
ス
ク
も

高
い
こ
と
か
ら
、
途
中
、
処
理
場

の
10
％
の
嵩
上
げ
を
計
画
し
、
延

命
を
図
り
な
が
ら
、
用
地
選
定
は

慎
重
に
進
め
て
い
き
た
い
。ま
た
、

町
民
の
更
な
る
理
解
と
協
力
を
お

願
い
し
た
い
。

６
月
12
日
の
委
員
会
で
は
、

「
21
世
紀
の
森
周
辺
の
町
内
視
察

と
利
活
用
に
つ
い
て
」
協
議
し
ま

し
た
。

担
当
課

今
回
の
検
討
の
柱
と
し
て
、
時

代
に
そ
ぐ
わ
な
い
大
規
模
開
発
は

避
け
、
管
理
費
の
軽
減
や
管
理
の

集
約
化
、
コ
ン
パ
ク
ト
化
と
、
21

世
紀
の
森
の
コ
ン
セ
プ
ト
で
あ
る

こ
ど
も
の
遊
び
や
森
林
学
習
と
い

う
と
こ
ろ
を
重
要
視
し
た
い
。
そ

の
中
で
、
津
別
の
魅
力
発
信
な
ど

意
見
を
伺
っ
て
い
き
た
い
。

委
員津

別
に
行
っ
て
み
よ
う
と
い
う
、

他
の
町
に
な
い
も
の
を
作
る
必
要

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

ま
た
、
学
習
展
示
館
の
冬
の
利

用
方
法
は
考
え
て
い
な
い
の
か
。

担
当
課

学
習
展
示
館
は
、
除
雪
体
制
が

難
し
い
た
め
、
遊
具
の
持
ち
出
し

を
検
討
し
て
い
る
。

構
想
と
し
て
は
、
今
あ
る
も
の

を
有
効
に
、
有
機
的
に
結
び
つ
け

て
、
相
乗
効
果
を
も
た
そ
う
と
考

え
て
い
る
。

21
世
紀
の
森
周
辺
で
の
滞
在
時

間
を
長
く
保
て
る
よ
う
に
工
夫
を

し
て
い
き
た
い
。
冒
険
の
森
に
あ

る
よ
う
な
遊
具
な
ど
を
活
用
し

て
、
自
然
の
中
で
と
い
う
形
で
進

め
た
い
と
考
え
て
い
る
。

委
員た

だ
探
索
し
て
歩
く
の
は
ど
こ

で
も
整
備
さ
れ
て
き
て
い
る
。
こ

の
中
に
、
芸
術
性
を
も
た
せ
る
も

の
を
何
か
取
り
入
れ
た
ほ
う
が
よ

い
と
思
う
。

担
当
課

津
別
は
木
の
町
な
の
で
、
木
工

芸
や
木
材
を
利
用
し
た
ア
ー
ト
や

遊
具
な
ど
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

具
体
的
な
計
画
段
階
で
、
意
見

を
十
分
取
り
込
ん
で
い
き
た
い
と

思
う
。

報
告
さ
れ
た
事
項

■
特
旨
叙
位
　
■
ま
ち
な
か

再
生
事
業
　
■
友
好
都
市
台

湾
二
水
郷
と
の
交
流
　
■
青

葉
幼
稚
園
の
閉
園
及
び
へ
き

地
３
保
育
所
の
閉
所
　
■
認

定
こ
ど
も
園
の
開
園
　
■
地

域
相
互
支
援
型
自
治
体
推
進

モ
デ
ル
研
究
に
対
す
る
協
力

■
津
別
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

に
対
す
る
津
別
21
世
紀
の
森

周
辺
利
活
用
検
討
報
告
書
の

説
明
　
■
津
別
建
設
業
協
会

か
ら
の
入
札
閲
覧
方
式
の
変

更
要
望
　
■
船
橋
市
非
公
認

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
ふ
な
っ
し
ー

の
来
町
決
定
※
ほ
か
３
事
項

■
津
別
町
森
林
バ
イ
オ
マ
ス

熱
電
利
用
構
想
に
係
る
丸
玉

産
業
株
式
会
社
と
連
携
し
た

熱
供
給
事
業
　
■
降
雹
に
よ

る
農
業
被
害
　
■
ラ
グ
ビ
ー

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
２
０
１
９

札
幌
開
催
に
向
け
た
協
力
要

請
　
■
北
海
道
日
本
ハ
ム
フ

ァ
イ
タ
ー
ズ
市
町
村
応
援
大

使
の
取
り
組
み
　
■
殉
公
者

追
悼
式
　
■
大
地
と
海
を
つ

な
ぐ
植
樹
　
※
ほ
か
３
事
項

第
４
回
臨
時
会

（
５
月
26
日
）

第
５
回
定
例
会

（
６
月
25
日
）



議会日誌  
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　インターネットを利用した定例会の録画配信 
を行っています。町のホームページにアクセス 
してご覧ください。 

http://www.town.tsubetsu.hokkaido.jp/から 
「議会インターネット中継」をクリック。 

■地方財政の充実・強化を求める意見書 
■平成27年度北海道最低賃金改正等に関する意
見書 
■義務教育費国庫負担制度堅持・負担率２分の１
への復元、「30人以下学級」の実現をめざす教
職員定数改善、就学保障充実など平成28年度
国家予算編成における教育予算確保・拡充に向
けた意見書 
■マイナンバー制度の徹底審議と実施の延期を求
める意見書 
■安全保障法制の慎重審議を求める意見書 

関係行政庁へ 
提出しました 

　７月７日に札幌市で開催されました。研修

では、中央大学名誉教授 今村都南雄 氏から

「地方議会を取り巻く最近の動向」と題し、

テレビ朝日コメンテーター 川村晃司 氏から

は「これからの政局・政治動向」と題し、そ

れぞれ講演がありました。 

町村議会議員研修会に参加 

テ
レ
ビ
番
組
を
見
て
い
た

ら
、
今
、
国
会
で
審
議
さ
れ
て

い
る
安
保
関
連
法
案
に
つ
い
て

憲
法
学
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
実
施
し
、
そ
の
結
果
を
公
表

し
て
い
た
。

そ
の
報
道
に
よ
れ
ば
安
保
関

連
法
案
に
つ
い
て
、
約
150
人
の

憲
法
学
者
の
中
で
合
憲
と
回
答

し
た
の
は
た
っ
た
３
人
し
か
い

な
か
っ
た
。

そ
れ
以
外
の
方
々
は
、
憲
法
違

反
ま
た
は
憲
法
違
反
の
恐
れ
が
あ

る
と
回
答
し
て
い
た
。

つ
ま
り
、
圧
倒
的
多
数
の
憲
法

学
者
の
方
々
は
、
安
保
関
連
法
案

を
憲
法
違
反
と
判
断
し
て
い
る
。

ま
た
、
過
日
の
衆
院
憲
法
調
査

会
に
招
か
れ
た
憲
法
学
者
３
人
全

員
も
安
保
関
連
法
案
を
憲
法
違
反

と
判
断
し
た
。

戦
争
法
案
の
骨
格
を
な
す
集
団

的
自
衛
権
行
使
は
、
憲
法
学
者
な

ら
ず
と
も
、
憲
法
違
反
と
感
じ
て

い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

自
衛
隊
員
と
国
民
の
生
命
に
関

わ
る
重
大
な
問
題
で
あ
る
。
国
民

の
疑
問
や
不
安
を
真
摯
に
受
け

止
め
、
国
会
で
の
審
議
を
慎
重

に
丁
寧
に
進
め
て
ほ
し
い
と
心

か
ら
願
う
も
の
で
あ
る
。（村

田
）
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